
ふき取り検査用滅菌綿棒 サンプリング法（Swab）

複雑で入り込んだ機械装置の隙間などを拭きとる場合は、綿棒が最適！

ご利用可能なロケーション

㈠作業台、製造ライン

比較的に平坦な面があり、ふき取り可能面積は
10cm× 10cm（100㎠）を満たす場合。
例：下記の手順図�⃣～�⃣のように操作

※綿棒を図中矢印の方向にふき取る。

㈡器具、手指

拭き取りは100㎠の面積を取れない場合、必要に
応じて均一条件で平準化された方法で行うことが
推奨する。サンプリングする場所が濡れている場合
は、乾いた綿棒を使用し、乾いている場合は、リン
酸緩衝生理食塩水で湿らせた綿棒を使用する。

 拭き取り検査後、軸の溝箇所を折ることで、採
集綿棒部位の回収ができ、雑菌が入ることを
防ぐ。

 滅菌生理食塩水を合わせてご利用の場合は
微生物の定量分析が適応。

 最低限の消耗品利用で検査コストを抑える。

 お客様は一度検査にご必要数が少量でも
10本/袋の包装タイプなので、無駄なく便利。

 軸の部分15cmの長さで、複雑で入り込んだ機
械装置の隙間など適している。

製品仕様 

品品

品品

本体サイズ

保 存 方 法

入入

材材

滅滅

価価

送送

AS17-20001 

滅菌綿棒 

10本包装タイプ 

¥6,800－

AS17－90001 

滅菌綿棒 

500本包装タイプ 

1000本 

（500本包装×2袋／箱） 

¥5,000－
（1本あたり¥5－）

 別途消費税 

15cm （長さ）×0.5cm （綿球直径） 

常温保存 

1000本 

（10本包装×100袋／箱） 

 綿球部：綿　軸部：PP 

EOG滅菌/未滅菌

当方負担

名

数

質
菌

（1本あたり¥6.8－）

 別途消費税 

格

料

番

ここは簡単に折れます




